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伊東　　スラヴ人における人狼信仰

ス ラ ヴ 人 に お け る 人 狼 信 仰

伊 東 一 郎*

The Werewolf Belief among the Slavic Peoples

Ichiro Ito

   This article presents a comparative-historical analysis of the 
werewolf belief among the Slavic peoples. It concludes by advanc-
ing the following  hypothesis: that among the  Slays there existed a 
ritual transformation into wolves by the young warriors society and 
that from the 10th century, after this ritual had disappeared, it was 
recalled via  folkloric and ethnographic motifs,  viz: (1) the werewolf 
belief connected with the cult of magician and spread chiefly among 
the Western and Eastern  Slays; (2) the  folkloric motif of the 
"Shepherd of Wolves" occurred mainly among the Southern  Slays; 

and (3) disguising as wolves by groups of young people during the 
Winter Ritual, which was a characteristic chiefly of the Southern 

 Slays.

1.　 は じめに

2.ス ラヴ人における人狼の形象

3.叙 事詩における戦士としての 「狼」

4.「 狼の牧老」

5.冬 季儀礼における狼

6.若 者組としての 「狼」

7.結 論

1.は じ め に

　スラヴ人における民間信仰に関しては,現 在に至るまでソビエ ト連邦,東 欧各国に

おいて膨大な量の研究がつみかさねられてきているが,そ の相互関連については逆に

ほとんど研究がなされていないのが現状である。印欧語族に属するスラヴ人は,4～

5世 紀頃まで言語的統一を保 っていたが,そ の後東,西,南 の三つのグループに分化

し,現 在に至 っている。このような歴史的経緯から,ス ラヴ人の民間信仰は,相 互に
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著 しい類似を見せ ている。本稿 はそのひ とつ の例 と して人狼信仰を とりあげ,そ の共

通性 と差異を検討 し,そ の基礎 にあ る入狼 の祖型的 イメージを可能 な範 囲で明 らかに

しよ うとす る ものであ る。

　人間 が狼 に変身す る,あ るいは逆 に狼 に変身 させ られ る,と いう人狼 信仰のモチー

フは,ひ ろ くヨーロ ッパの民間伝承に見 出され,多 くの研究 がなされて いる[EISLER

1951;小 野 　 1974]。 しか しス ラヴの人狼信 仰につ いて は,ス ラヴ諸国においてす ら

もいまだ にまとまった研究がなされて いない。本稿 はその欠を補い,他 の民族,特 に

印欧諸民族 の人狼信仰に対 して比較可能 なデ ータを提 供する ことを も目的 としている。

2.ス ラヴ人 にお ける人狼の形象

　ス ラヴ人 における人狼信仰の起源がス ラヴ語 が 分化 す る以前 の 共通ス ラヴ語時代

(4～5世 紀以前)に さか のぼ るものである ことは,人 狼 を意味す るスラヴ語がすべ

て共通の語源 に由来す ることか ら推定される1)。 従 って民族誌的資料の比較検討 によ

って,こ れ らの人狼を意味す る語が元来どのような意味をにな って いたかを再構成す

ることは理論的 には可能であ る。そ こで第2章 で は,こ れ らの同系統の語がス ラヴ各

民族の民族 誌において どのような意味 とイメージをにな っていたかを検討す ることに

した い。

　 スラヴにおけ る人狼 は,東 および西ス ラヴでは,あ る期間狼 に変身す ることので き

る呪術師,あ るいは呪術師 によって狼に変え られた人間 と考え られ ていた。

　 まず東ス ラヴにおける事例か ら検討をは じめ る。

　 19世 紀後半のDa1'の 記 述 によれば,大 ロシアでは,狼 に変身す ることの　きる人

間をvolkodlak,　 volkolak,　 volkolaka(北 部),　vovkulaka(南,西 部)と い う2)。 また

魔女 は自 ら狼 とな ることができるだ けでな く,他 人 を狼 にす ることもで きると信 じら

れた。狼 となるために は呪文 を唱えなが ら切株にナイフを突 き刺 し,宙 返 りを して飛

び越せ ばよい。切株の逆の側か ら同 じことを繰返せば人間に戻 ることがで きるが,狼

に変身 して いる間 にこのナ イフを 盗 まれたな ら,も はや 人間 に戻 ることはできない

[　　　.'　1880:238]　

　 Maksimovは,20世 紀 初頭 のSmolensk県(西 ロシア),　Novgorod,　 Vologda,

1)ロ シア語 　　　　　　　　,Bo爪o期aK,Bypムa漁K,ウ クラ イナ　 　　　　　　　　,白 ロ シア語V/　　　　　　　　,

チ ェ コ語vlkodlak,ポ ー ラ ン ド語wilkolak,ラ ウ ジ ッツ語Wj'elkoraz,ブ ル ガ リア語 　　　　　　　　;

セル ポ=ク ロア チア語 　　　　　　　　,ス ロヴ ェ ニァ　 volkodlak.

2)こ の よ うな能 力 を持 つ 人 間 は,狼 以 外 に も,犬 や猫 な どの動 物,茂 みや 切 株 な ど に も変 身す

る こ とが で き 　　　　　　　　　[oboroten'](「 変 身 で きる者 」とい うほ どの意 味)と も呼ば れ る。
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Vjatkaの 各県(北 ロシア),　Rjazan,　 Kalugaの 各 県(南 ロシア),　Penza県(中 部 ロ

シア)で,人 狼 に関す る伝 承が伝 え られて いた ことを記 して いる。

　 Vjatka県 の伝承 によれば,か つて婚礼 の行列をそ っくり狼 に変えて しま った呪術

師がいたとい う。Kaluga県 の伝承で は,人 狼 は,後 脚 の膝が狼のよ うに後にではな

く,人 間のよ うに前にあ ることで見分 け られ るという[MAKslMov　 1903:105-108]。

　 1930年 代 の北部 ロシアにおいZも 人狼 に関す る伝承が記録 されて いる。 しか しそ こ

には既に呪術 師の変身 というモチー フは見 られない[渡 辺　 1981:168-169]。

　 大 ロシアにおける人狼信仰 は,こ のよ うに特 に北部に分布 して いたが,北 部大 ロシ

アに隣接 して居住す る ウラル系の ヴォチ ャーク族 には,そ もそ もあ らゆる狼 は変身 し

たロシア人であ る,と いう俗信が存在 していた[MOSZYIVSKI　 l　967:546]。

　 白nシ アで は,人 狼 はBayKa舶K,　 BayKa舶Kaと 呼 ばれ る。1855年 に は,狼 に変身

す る ことので きる,単 に 「狼」 と呼ばれ る人間について の白ロシアの俗信 の記録が残

されている[SEJN　 1903:253]。

　 S(加 の 伝え る19世 紀末の 白ロシアの事例 で も,人 狼 となるの は呪 術師であ る。 呪

術師 は人狼 とな るために5本 の ヨーロ ッパヤマナ ラシ(白 ロシア語acHxa,　 Populus

tremula)の 杭(狼 の四肢 と尾を象徴す る)を 地面 に打 ち込 み,こ れを順番 に飛び越 して

い く。人 間に戻 るためには,こ の杭 を逆 の順序で もう一度飛び越せば よい。誰かが こ

の杭 を引き抜 いて しまうと,呪 術師 は人間に戻 ることがで きない[SEJN　 l　903:253]。

　 Bogdanowiczが 伝 え る伝 承 もほぼ同 じもので,狼 に変身す るためには,呪 文 を唱 え

なが ら地 面に突 き刺 したナイフの上で3度 宙返 りをすれば よい。人間に戻 るた めには,

同 じナイフの上で逆の側か ら宙返 りをす る[BOGDANOWICZ　 l895:145;BRUCKNER

1980:56]o

　 忌(加 が1870年 代 にNikiforovskijに よ って伝え られた伝承 と して記 していると ころ

によれば,人 狼信仰は特 にVitebsk県 に 広 く認め られた。 また 白ロシアで も婚礼 の行

列が狼 に変え られた,と い う伝承 が残 されて いる。婚礼 の行列を狼に変え るために,

呪 術師(znatok)は,婚 礼の行列の通 り道 に,そ の両側 にむか いあ って立つオ ウシュウ

ナ ナカマ ド(白 ロシア語pa6Hxa,　 Sorbus　aucuparia)の 木 をさが し,そ の梢を結びあわ

せ る。呪術 師はその上で3羽 の年老 いた雄鶏を ナイフで傷つ け,そ の下を行列が通 る

時 にその上に呪文 を唱 えなが ら血をた らす。 こう して行 列の全 員,あ るいは新郎新婦

が狼 に変え られ るとい う[SEJN　 1903:253-254]。

　 Grodno県 に伝 え られ る伝承によれば,一 度人狼 とな った人間は,大 き くてつなが

った眉 と赤 い目に よって見分 け られ るとい う。また熊手で打つか,身 につ けて いる も
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のを投 げてやれば人狼 は人 の姿 に戻 る,と 信 じられて いる[SRJN　 1903:256]。

　 ウクライナにおける伝承 も,ほ ぼ同様 の もの で あ る。1845年 に 出版 さ れ たL.

Siemienskiの 民 話集 には,魔 女 によ って狼 に変え られたコサ ックの話が収録 されてい

る[栗 原　 1980:163-167]。 ウ クライナでは熊手か鎖で打てば,入 狼 はもとの姿に戻

るとい う3)[AFANAs'Ev　 l869:556]。

　 西 ス ラヴの伝承 も,東 ス ラヴのそれとほぼ 同様 であ る。 ポーラン ドでは,人 狼 は

wilkolakと 呼 ばれるが,15世 紀 か ら18世 紀 まで は,　wilkolekと い う語形が普通で あっ

た[BRUCKNER　 l927:622]4)。 ポ ー ラン ドで は,　wilkolakと は,呪 術によ って狼 に

変 身 した人間,あ るいはそのよ うな変身 の能力を持つ人間 を意味す る。呪術師は人 を

狼 に変え る際に首 にスカ ーフか革帯 を結 びつ ける。従 って これ を取 り去れば人狼 を人

間 に戻す ことがで きると信 じられた。 また 猟師たちの 伝承 には,射 殺 した狼 の毛皮

の下か ら人間の衣服が見つか った,と いう モチーフ を しば しば 見出 す ことがで きる

[KRZYZANOWSKI　 1963:439-440]。 また ポー ラン ド民話 には,東 ス ラヴと同様,婚

礼 の出席者が呪術師あるいは魔女 によって狼 に変 え られ る,と いうモチーフが少 なか

らず見 出され るが[栗 原　 1980:167-168,172-173],そ こに は,呪 術師 による婚礼

の儀礼 的妨害 という民俗的 モチーフ[坂 内　 1980]が 潜 在 して いるよ うに思 われ る。

ポー ラン ドの人狼信仰 において とりわけ注 目され るの は,南 西部の都市Czestochowa

近 郊 の農民たちは,聖 ミコワイ(Mikokaj・ ニ コライ)が 人を狼 に変 え ると信 じて いる,

と いう記述[MOSZYIVSKI　 l　967:544]で あ る。聖 ミコワイはYポ ーラン ドでは狼 の守

護者 とみなされているが,こ の俗信 は,東 スラヴにおける 「呪術師 の,あ るいは呪術

師 による変身」 という観 念と,南 ス ラヴにおける 「狼 の牧者」(第4章 参照)の 観念

の中間形態を示 している。

　 ポーラ ンドで は既に16世 紀 に,自 分は人狼 であると申 したてた男の記録 が残 されて

いる。北 ポーラン ドMazowsze地 方 出身の この男 は,自 分 は年 に2度,ク リスマス

と聖ヤ ン(Jan=ヨ ハ ネ)の 祭 日(6月24日)5)に 狼 に変身 し,こ の時期 には森に行 き,

狼 と共に獲物 を取 って暮 らす,と 語 ったという[IVIOSZYNSKI　 1967:546]。 この事例

で変身の時期が一定の 日に定 め られていること,ま たその時期がほぼ冬至 と夏 至に一

致 してい ることは注 目され る。後に検討す るように,こ れはかつての定期的な狼 への

変身儀礼の存在 を暗示 してい るよ うに思 われ る。

3)東 ス ラヴ の民 間 信 仰で は,鉄 製 品 は悪 霊 を駆 遂 す る力 が あ る と信 じられ て い る。

4)例 えばMiko埼R句(1505-1569),　 Waclaw　 Potocki(162レ1696)ら の風 刺 詩 の 中 に,こ の 語

形 で用 い られ て い るIBRUCKNER　 1980:284]。

5)以 下 の 本 稿 の記 述 で は 日付 は旧 暦 を用 い る。
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同 じ16世紀に既にMiko切R句 が,次 のように自作の風刺詩に人狼を扱 っているこ

とか ら,当 時のポーランドにおいて人狼信仰はかなりの普及をみていたことが推測さ

れる。

Jedn(蓼paniej　 pok多sal　wilk　w　oborze　 owce,

Woj　t　powiada:wilkolek,　 niech　mowi　 kto　co　chce;

Slysz§ma　 ogon　by　wilk　a　jako　chlop　godzi_　 [BRUCKNER　 l980:284]

あ る御 婦 人 を 狼 が 羊小 屋 で かん だ,

村 長 の言 う こ とに は 「これ は誰 が 何 と言 お う と人 狼 だ」。

私 が 聞 くと ころで は狼 の よ うに尻 尾 が あ る け ど農 夫 の よ うな 姿 を して い るそ うな …

　人狼 は,ラ ウジ ッツ地方ではwjelkoraz,チ ェ コで はvlkodlakと 呼 ばれ,や は り一

定期 間狼 に変身す ることのできる人間 と考え られていたが,そ の伝承 はほ とんど残 っ

ていない[NEDo　 l　966:138;Machek　 1971:695]。

　南 ス ラヴにおける人狼 の形象 は,東 および西ス ラヴのそれ とは大 き く異 な り,ほ と

ん ど吸血 鬼(セ ル ビア語saMnHp[vampir],ブ ル ガ リア語BbnHp[vgpir])と 同一視

されて いる6)。 あ るセル ビアの俗信 によれば,人 狼が吸血鬼 と異 なるのは,体 一面に

狼の毛が生 えてい る,と い う点であ る。またツル ナ ・ゴーラのKuc(ク チ)族 は,吸

血鬼 は一定期間必ず狼 に変身す ると信 じていた[PANT肌IC　 l970:84]。 これ に対 し

て東 スラヴで は,生 前狼 その他 に変身 した ことのある呪術師が死 後吸血鬼 にな ると考

え られていたので ある。

　南 スラヴでは一般的に呪術 師による,あ るいは呪術 師の狼への変身 とい うモチーフ

は見 られないが,地 方 によっては聖ゲ オルギ イ(セ ルポニクロアチア語Dorde,ブ ル

ガ リア語 「eoprH)が 狼 の皮を人に投げるとその人間 は狼にな る,と い う伝承 が認 め

られ る[MOSZYIVSKI　 l967:544]。 この伝承での聖ゲオルギイの機能 は,ポ ー ラン ド

における聖 ミコワイのそれ に等 しい,と 言え よう。また南 ス ラヴで は,狼 への変身 は,

魔 女が行 うことが多い[AFANAS'Ev　 l　869:531;KRAUSS,1908:139;MOSZYIVSKI

1967:544]o

　 Karad乏i6に よ れば,セ ル ビアでは人狼(ByKo期aK)が あ らわれるのはク リスマス

(Bo》KHh)か らキ リス ト昇天祭(CnacoB　 Rax)ま で の間で ある[AFANAs'Ev　 l869:

528]。 彼 は人狼 と吸血 鬼を同 じものと してい るが,そ の定 義 に よれ ば,ByKO期aK

6)ロ シアの 詩人Pu§kinは,セ ル ビア ・フ ォー ク ロ アに 取 材 した 連 作 詩 『西 ス ラ ヴ人 の 歌 謡 』

(《ilecxx　32118jlHblX　CmBHH》,1834年)の 中 で,こ の セ ル ビアのByKo期aKをByp双aπaKと

い う語 形 を 用 い て訳 し,や は りこれ を吸 血 鬼 と同一 視 して い る。 以後 ロ シァ文 語 にお いて は,

民 衆語 のBoπKo肥Kと 共 に このBypAaπaKが,吸 血 鬼 と同義 で 用 い られ るよ うにな った(例 え

ば1830年 代 末 に フ ラ ンス語 で 書 か れ1884年 に ロ シア語 に 訳 さ れ たA.K.　 Tolstojの 『吸 血 鬼

[vurdalak]の 家 族 』)。
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[vukodlak】 と は,死 後40日 目 に,そ の体 に悪魔の魂が入 りこみ意識を回復 した人間

のことであ る[AFANAs'Ev　 l　869:559-560]。

　 セル ビアにおいて人狼 が言及 され る最 も早 い例 は,1262年 に大 司教聖サヴ ァに よっ

て編 まれ,ロ シアに も送 られてKHHra　 KoPqMa　 CaBa「 サ ヴ ァの寺法類篇」と呼ばれた

Nomocanonで あ る。 ここでは 「人狼」が呪術師 と同一視 されている。

 G~sëëhž£  roHEÖ²Eè  ()  ñÅëàèä.  sëåêî,ëàöè  èåÐèöåwòÑÅ~  Äå  èrà  4yso 
 nîãÊ²sèÅò`  ëî,Ãèå.  èëè  ñëèöÅ.  rëòh.  âëåêîë  öè  AOVHO%  í1ÄîøÅ 

 èëè  cN{öÅ.  ñèëñÅ  âñë  G6CHH  èëè  ëb;tce  ñîó-ò.  [sYRKU  1897:  õL²ï²
「雲を追うもの」(呪 術師)はvibkodlakvと 農夫に呼ばれる。というのも月か太陽が消えるよ

うなことがあるとvlbkodlak7,が 月か太陽を食べたのだと[農 夫たちは]言 うからである。 し

かしこれは皆作り話か偽りにすぎない。

　この例のように人狼が日食あるいは月食の原因であるとする俗信は南スラヴに一般

的なものであった。例えば16世紀のダルマチアの詩人Menceticの 作品には次のよう

な詩行が見出される。

mne mi se kako zec gdi na njih vape tak 

jako no na mjesec, kad ga ie vukodlak—  [JAGIO 1981: 91]

どこかで兎が彼 らに吠えかけているようだ,

まるでvukodlakが 月を食べる時にそれに吠えかかるように。

　同様 に19世 紀末 のスロヴェニ アで も日食をsolnce　 jedeno「 太 陽が食べ られた」 と

いう表現で呼び,こ の現象を悪魔的な狼 によるものとみな していた[JAKOBSON　 and

SZEFTEL　 1966:350]。 セ ル ビァ のTimok川 流 域 で は,日 食,あ る い は月食 を

vrkolagと 呼 ばれ る蛇による現象 とみな していたが[DROBNJAKOVIC　 1960:253],

このvrkolagが 人 狼を意味す るvukodlakと 語 源的に結びつ くことは間違な いで あろ

う7》。

　 1452年 に書かれた クロアチア沿岸地方のカ トリックの聴罪師の為の指導書 は次 のよ

うに魔女 と人狼の名を並 列的にあげて いる。

Àêî ñå  ñóìÅüà äà ñå  æåíå ìîãó  ó÷èíèòè âåøòèöå, èëè ìóæåâè  âóêîäëàöè, òî ñå  füèìà 

âåðîâàòè è  ãðåê  je ìàëè.  {Âê  ÎÂ1ãJëêîèiá 1960:  253]

も し妻 が 魔 女(ve§tica)で はな いか,あ るい は 夫 が入 狼(vukodlak)で はな いか と疑 わ れ て い

た ら,そ れ は信 じて よ く,小 罪 に あた る。

ブルガ リアにおいて人狼 は 　　　　　　　　 [valkolak]と 呼 ばれ,セ ル ビアと同様吸血

7)一 般的にスラヴの民間信仰では,狼 と蛇とはしばしば関係の深い動物とみなされ,同 一視さ

えされた。11ペ ージで後述のヴォルフの誕生のエピソードを参照。
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鬼 と同一 視されて いる[GEoRGIEv,　 　　.　　　　,　Z　 J　　　 and　 ILQEV　 l971:206]。

　 ス ロヴ ェニアで は,人 狼 はvolkodlakと 呼 ばれ,外 見は普通 の人と変わ らず,き れ い

な顔を してい るが,体 中に狼 の毛(volcja　 dlaka)が 生 えて いるとい う[JAKoBsoN　 and

SZEFTEL　 　1966:344]　

　 この ように南 スラヴで は 「人狼」を意味す る語 は,明 らかに 「狼」(*　　1　　)と 「皮」

(*dlaka)と い う二つの語を連想 させ,こ の事実か ら 「狼の皮」を意味す る共通 スラヴ

語形*vblko-dlakbを 想 定す るのが普通 であるが[BRUCKNER　 l927:622;VAsMER

l964:338-339;SANsKIJ　 l968:216],　 Ivanov,　 Toporovに よ れば この解釈 はむ し

ろ後の民間語源 であ り,第 二の構成要素 は,「 熊」 を意味ナ るバル ト語(プ ロシア語

tlok,リ トアニア　 lokys,ラ トビア語lacis)に 関係 し,語 全体の原意 は 「狼=熊 」で

ある[IvANov　 l　977a:153-154;IvANov　 and　 ToPoRov　 1980b:242-243]。 す な

わちバル ト語の*tlak-,ス ラ ヴ語の*dlak一 は共 に 「熊」を意味す る語 であ った が,ス

ラヴ語で はタブ　　　化された結果*　 　　　　　　(「蜜を食 うもの」の意)に と ってか わ ら

れたとい うものであ る8》。

　 ここで スラヴ人における人狼の イメージについてま とめて おこう。まず東 および西

スラヴの主に19世 紀以降 の民族誌的資料に よれば,人 狼 とは呪術師に よって狼 に変え

られた人間 あるいは 自ら狼 に変身 した呪術師であ る。 これ に対 してや はり19世 紀 以降

の南 スラヴの民族誌的資料 によれ ば,人 狼 はほ とん ど吸血鬼 と同一視 されてい る。 し

か しよ り時代を さかのぼ ると人狼 には,そ れ以外 のモチーフがかかわ って くることが

わか る。た とえば,ポ ー ラン ドの16世 紀 の資料 には冬 と夏 の一定期間 に変身が行われ

る,と い う記述があ り,よ り古 くは,人 狼への定期的変身とい うモチーフが存在 した

ので はないか,と も推定 され るのである。 また セル ビアおよび クロアチァの13世 紀か

ら16世 紀 にか けての文献では,人 狼 が呪術師や 日,月 食 と関係づ け られてい ることが

注 目され る。東 スラヴで は月食 および日食 は呪術師に よる現象 と考 え られていたか ら

8)し か しBriicknerは,こ れ らのバ ル ト語 を 逆 に ス ラヴ語*dlakaに 由来 す る もの とみな して い

る[BRUCKNER　 1927:622]。

　 人狼 を 意味 す るス ラ ヴ語 は,バ ル カ ン諸 国 に も浸透 して いるが,そ こで は南 ス ラヴ と同 様 人

狼 の 概 念 は,吸 血 鬼 のそ れ と混 渚 して い る。 例 え ば近 代 ギ リシ ャで βρ6XoλαXαg[vrikholakhas],

S　　　　　　　　　S[vurkholakhas]な ど と呼 ば れて い るの は,ほ とん ど 吸 血 鬼 と 同 じ もので あ る し

[ABBo質1903:217-222】,ア ルバ ニ ァでvurvolakと 呼 ば れ て い る もの も同 様 で あ る[LAMBERTZ

1　73:605]　

　 ル ー マニ ア語 で 人 狼 あ るい は 吸血 鬼 を 意 味す るvircolacは,や は りス ラヴ語 に起 源を 持 つ 言

葉で あ るが,ル ー マニ アで は洗 礼 を 受 け ず に死 ん だ 幼児 はvircolacに な る,と み な され て お

り,ま た 死者 の霊 は一 般 的 にvircolacに な り うる とも考 え られて いた 。 ル ー マニ アの 民 間 信

仰 で は,人 狼 に よ って 日食 あ る い は月食 が ひ きお こ され る と考 え られ て い るが,こ れ は セル ビ

ア,ク ロ アチ ア,ス ロヴ ェ ニア な どの 俗 信 に一 致 す る[SVEBNIKOVA　 l　979:214]。
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モ チー フ
地 域

呪術師の,あ るいは
呪術師による変身

吸血鬼のイメージと
の融合

日食および月食の原

因

定期的変身あるいは
出現

東スラヴ

一4一

西スラヴ

一　一

南スラヴ

一　一

一1一

(+) (+)

図1　 民間伝承における人狼(*vblkodlakb)

で あ る。 これ らのモチーフを整理す ると図1の よ うにな る。次に これ らのモチ ーフの

歴史的な相互関係 を明 らか にす るために,バ ル ト人 にお ける人狼信仰を概観 してみ る

ことにしよう。ス ラヴ語 とバル ト語 の間に共通祖語を設定 しうるかど うか という問題

が未解決で ある[村 田　 1981]に もかかわ らず,両 者が地理的 ・言語的 に最 も密接な

関係 にあることは明 らかであ り,ス ラヴ人 とバル ト人 は民族学的に も多 くの共通性を

持 っているか らであ る。

　 リトアニアにおいて 「人狼」を意味す る語 には,Zemaiciaiと 西Auk　 taiciaiに 知 ら

れ るvilktakis,　 vilktakys,　vilktakas,　vilkotakis,　vilkatas,　viltakasな ど の系列の語群

と,東 リトアニアに知 られ るvilkolakis,　 vilkolakas,　 vilkalakis,　vilkalokas,　vilkalotas,

vilkalatasな どの系列の語 群がある。両者 ともにその第一.成 要素 はvilk-「 狼 」であ

るが,第 二構成要素 とな っているのは,前 者 では動詞tck6ti　 r走 る」の語根tck-(tak-)

で あ り,後 者で はIokys「 熊 」 の語根であ ると考 え られる。 上述のIvanov,　 Toporov

に よ るス ラヴの*Vblkodlakbの 語源 説を採用す るな ら,こ の後者の語 群は,ス ラヴ

の人狼を意味する語 と意味論的 にも語構成的に も一致す ることにな る。

　 リ トアニアにおけるvilktakisは,東 お よび西ス ラヴの 　　　　　　　　,　wilkolakと 同 様

に,狼 に変身 した呪術 師(burtininkas,　 raganius),ま た は呪術師によ って狼に された

人間 と理解 されている。伝 承によれば,人 狼 は狼 と同 じ姿を して いるが,歯 だ けは人

間と同 じで,首 の下に白い斑点 があるという。 この為 に,入 間の姿でい る時人狼 は首

にスカーフを まいてい るとい う。東 および西ス ラヴ と同様,民 話 には,婚 礼 の参加者

が呪術師によ って狼 に変え られ るとい うモチーフが しば しば見 出され る。呪術師 は人

を狼 に変 える際に,し ば しば魔法をかけた帯を用 いる。また呪術 師自身が変身す る際

には,柳 の切株 の上で宙返 りをす る,と いわれるが,こ れ は上述の白ロシァの伝承 に

近 い[IvANov　 and　 ToPoRov　 ・.1980a:236;BALYs　 and　 BIEzAIs　 l973:449]。
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　 ラ トビァにおいて人狼 は,vilkacisと 呼 ばれる。その語源 はおそ らくvilk-lacis「(狼=

熊」)で あり,東 リトアニアの人狼 の名称 の語源 に一致す る。ラ トビアの民間信仰で は,

人 狼 は否定的性格ばか りでな く,肯 定的 な性格を も持 ってお り,人 間に富を もた らす存

在 ともみなされて いる。1555年 に 出版 された01aus　 MagnusのHistoria　 de　gentibus

septentrionalibusの18巻,45-46章 に よれ ば,ス カンジナ ヴィアか ら リヴォニ ア,

リ トァニァ,プ ロシアにかけてのバル ト海沿岸の住民 の多 くは,特 に クリスマス ・イ

ヴに狼 の姿 とな って人 々を襲 い,略 奪 の限 りをつ くした とい う[MoszY愈sKI　 1967:

546;STROM　 a,riCl　BIEZAIS　 l975:124;TURVILLE-PETRE　 l975:61] 。Turville-Petre

は,こ れをゲルマ ン人 における,狼 への変身能力 を持つオ ーデ ィン神 の信仰 と結びつ

けて考 えて いるが[TURVILLE-PETRE　 l975:61]9》,地 域的には,　Balys,　Biezaisの よ

うにむ しろバル ト人の人狼信仰 についての記述 とみなす[BALYS　 ilriCl　BIEZAIS　 l　973:

,.・]方 が妥当であ ろう10)
。 また ラ トビアの17世 紀 の裁判記録 には,人 狼 に関す るも

のが少なか らず見出され るという[BALMS　 ariCl　BIEZAIS　 1973:..・]。 さ らに17世 紀

初 頭にイギ リスの旅行家Richard　 James(1572-1638)力 峨 している次 の証言 は,お

そ らくラ トビアにおける人狼信仰に関す るものであろう。

　　 ナルヴァとリヴォニアの人々は毎年人狼になる。とても信じられない話だが,彼 らは十字架

　　 に接吻し,こ れは本当のことだと言い張 り,誓 うのである[JAKoBsoN　 and　SZEFTEL　 1966:

　 　 352Jo

　バル ト人の人狼信仰についてまとめてみよう。主に19世紀以降の民族誌的資料では,

バル ト人における人狼とは,東 および西スラヴの人狼 と同様に,呪 術師によらて狼 と

なった人間,あ るいは自ら狼に変身した呪術師であるが,16世 紀か ら17世紀にかけて

の文献では,(特 に冬季の)一定時期における変身が語られている点が注目される。こ

の変身が呪術師によるものであったかどうかは,文 献からは知 ることができない。

　スラヴ=バル ト圏における最も古い人狼信仰の記録は,ヘ ーロドトスが『歴史』の中

に書き残 している紀元前五世紀の次のような記録であろう。この記録は,明 確に狼へ

の定期的変身が語 られている点で注目される。

 êéíäõíåýïõóé  ä  ïß  éríèñùðïé  ïýôïé  ãüçôåò·  åßíáé.  ëÝyïíôáé  y&ñ  äðü  ÓêõèÝùí  êáß  `ÅëëÞíùé 

 ôþí  ß  ôÞ  Óêõèéêñ"  êáôïéêçìÝíùí  þò  Ýôåïò  ÝêÜóôïõ  é  ðáî  ôþí  Íåõñþí  Ýêáóôïc  ëýêïò  íßíåôáé

9)ゲ ル マ ン人 の オ ーデ ィ ン信仰 にお い て は,オ ー デ ィ ンが 引 き連 れ る動 物 や 死者 た ちの活 動 は,

特 に ク リス マ スの 頃 に活 発 に な る,と 考 え られ て い たが[TuRvlLLE-PETREl975:61],こ れ

は西 お よび 東 ス ラヴの ク リス マ ス ・イ ヴの儀 礼(kolgdaあ る いはkoljada)に おけ る狼 の仮 装

や,南 ス ラヴ に お け る 「狼 祭 」 を 連 想 させ る(5章 参 照)。

10)ラ トビアで十 二 月 がvilkamenesis「 狼月 」 と呼 ば れ て いた こと[IvANov1975:407]は 示 唆

的 で あ る。
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ÞìÝñá äëß á êáß áýôé äðßóù Ý ôéýõôä êáôßóôáôáé. Ý Ý Ýí íõí ôáýôá ëÝ ïíôå ïý ðåßè  S Õ S S S ì ì Õ S 
 ëÝyïõóé  äÝ  ïýäÝí  é  óóïí, êáß  äìíýóé äÝ  ëÝãïíôåò.  (Éí-105)  ÃÇÅÁ  0D0ÔUS 1938:  3061

 îèîí

この民族[ネ ウロイ人]は どうやら魔法を使う人種であるらしく,ス キ1テ ィア人やスキュテ

ィア在住のギ リシア人のいうところでは,ネ ウロイ人はみな年に一度だけ数日にわたって狼

に身を変 じ,そ れからまた元の姿に還るという。私はこのような話を聞いても信じないが,

話 し手は一向に頓着せず,話 の真実であることを誓いさえするのである。(IV-!05)Lヘ ロ ド

トス　1967:204]

　 ネ ウロイ人(NeupoEjと は,ヘ ー ロ ドトスに よって,ス キタイ族の北,東 カルパチ ア

山脈 と ドニエプル河の間に住んでいたとされ る種族であ るが,そ の帰属 については定

説 がない。多 くのス ラヴ ィス トた ち[NIEDERLE　 l953:31;BRUCKNER　 I980:285;

RYBAKov　 I981:270]11)は これをス ラヴ人の祖先 と考 え,ま たVasmer,　 Kiparsky,

Arumaaら は,こ れを未 だ分化 して いないバル ト ・ス ラヴ祖語 をにな って いた民族 と

考 えた[村 田　 1981:77-78J。 しか しGimbutasは ネ ウロイ人 を東バル ト族 とみな し

ている[C　IMBUTAS　 1963:97-101]。 い ずれ に して も,ヘ ー ロ ドトスの記述 してい る

ネ ウロイ人 の人狼 伝説 は,前 五世紀に少な くと もスラヴ,バ ル ト民族のいずれか に人

狼信仰 が既 に存在 していた ことを傍証す るもの といえよ う。

　 このようにバル ト・ス ラヴ両民族の人狼信 仰を比較検討す るなら,ス ラヴにおいて

も呪術 師の,あ るいは呪術師によ る変身 とい うモチーフに先行 して定期的な変 身とい

うモチーフが存在 した ことが考え られ る。 この変 身の定期性 は,あ る種の儀礼 の存在

を予想 させ るが,こ の定期 的変身 も呪術師に よるものであ ったか どうか は文献 か らは

判断できない。そ こで この問題 に別 の角度か ら光をあてるために,次 にロシアの叙事

詩にあ らわれる戦士 と しての人狼 の イメージを検討す ることに したい。

3.叙 事詩 にお ける戦士 としての 「狼」

　第2章 で述べ たように,ス ラヴ人 における人狼信仰の存在は,13世 紀 まで は直接文

献 によって裏付 け られ るが,そ れ以前 の信仰の実態については直接 それ を示唆す る資

料 はない。 しか し大 ロシアに伝え られているヴォル フ ・フセス ラヴ ィエヴ ィチにつ い

ての口承 の英雄叙事詩(ブ ィ リーナ,Bylina)は,11世 紀 の東 ス ラヴの人狼信仰 につ い

て興味深 い示唆を与えて くれ る。 この叙事詩の主人公 は,　 　　　　　　　　　　　　　　　[Volx

11)ち なみにRybakovは,ネ ウロイ人を北東 ・原スラヴ人とみなし,その文化をMilograd文 化

に比定 している。彼はこの地方に特に長期間にわたって屈葬が見られることに注目し,こ のヘ
ーロドトスの記述を トーテミズム的な祭祀を意味するものと解釈している[　 　　　　　　 1981:
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Vseslavievi司 と呼ばれ るが,蛇 に触れ ることで身 ごもった母か ら生 まれ る。生 まれた

ヴォル フは,7歳 で読み書 きを覚え,10歳 に なると鷹 と狼 と野牛 に変身す る術を覚え

る 。

à è ïåðâîé ìóäðîñòè  ó÷èëñÿ  [Âîëõ]-

îáâåðòîâàòüñÿ ÿñíûì  ñîêîëîì; 

êî äðóãîé-òî ìóäðîñòè  ó÷èëñÿ îí,  Âîëüõ-

îáâåðòîâàòüñÿ ñåðûì  âîëêîì; 

êî òðåòüåé-òî  ìóäðîñòè ó÷èëñÿ  Âîëõ-

îáâåðòîâàòüñÿ ãíåäûì òóðîì, 

 [ãíåäûì  òóðîì]-  çîëîòûÿ ðîãà.  [JÀêîââîãã  and  õÅÐÒÅ1. 1966:  364]

[ヴォルフが]最 初に修得した術は

麗しき鷹に変身すること

二番目にヴォルフが修得した術は

灰色の狼に変身すること

三番目にヴォルフが修得した術は

栗毛の野牛に変身すること

黄金の角をもつ一[栗 毛の野牛に][栗 原　 1980:201-202]12)

　 さ らにヴォル フは12歳 になると従士団(druzina)を 集 めは じめ15歳 になるまでに

同 じ歳 の従士 を七千人集め る。

À è áóäåò Âîëüõ âî äâåíàäöàòü ëåò, 

ñòàë ñåáå  Âîëf-õ îí äðóæèíó ïðèáèðàòü: 

äðóæèíó ïðèáèðàë â òðè ãîäû îí, 

íàáðàë ñåáå  äðóæèíó  ñåìü òûñÿ÷åé; 

ñàì îí, Âîëüõ, â ïÿòíàäöàòü ëåò, 

è âñÿ åãî äðóæèíà ïî ïÿòíàäöàòè ëåò.  [3Àêîâ$î  àëà  SZEFTEL 1966:  364-365]

そしてヴォルフは十二歳になると,

彼 は従士団を集めはじめた

三年かけて彼は従士を集め,

集めた従士は七千人。

ヴォルフ自身は十五歳,

その従士たちもみな十五歳。[栗原　1980:202]

　戦士的若者組の長を思わせるこのヴォルフは,従 士団をひきい,イ ンドに掠奪的遠

征を行 うが,そ れに先だって,狼 その他に変身して儀礼的狩猟を行う。

12)以 下 この 英雄 叙 事 詩 に 関 して は,原 文 につ い て はKir§aDanilovに よ って伝 え られ た1780年

代 の テ キ ス トをJakobsonが 校 訂 した も の[J　 　　　　　　　andS　 　　　肌1966:363-368]を,翻 訳

に つ いて は このJakobsonの 校 訂 した テ キ ス トに よ る栗 原 成 郎訳[栗 原1980:199-210]を 用

い る。[]内 はJakobsonに よ る校 訂 部分 。
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äðóæèíà  ñïèò, òàê Âîëüõ íå ñïèò: 

îí îáâåðíåòñÿ ñåðûì âîëêîì, 

áåãàë-ñêàêàë ïî òåìíûì ïî ëåñàì, 

 [ïî òåìíûì ëåñàì] è ïî ðàìåíüþ. 

À áüåò îí çâåðè  ñîõàòûÿ, 

à è âîëêó, ìåäâåäüþ ñïóñêó íåò, 

à è ñîáîëè,  áàðñû  ëþáèìîé êóñ, 

îí çàéöàì, ëèñèöàì íå  áðåçãèâàë. 

Âîëõ ïîèë-êîðìèë äðóæèíó õîðîáðàþ, 

 îáóâàë-îäåâàë äîáðûõ ìîëîäöîâ: 

íîñèëè îíå øóáû  ñîáîëèíûÿ, 

 ïåðåìåííûÿ  øóáû-òî  áàðñîâûÿ.  [Jëêîââîãã  and  SZEFTEL 1966:  365]

従士らが眠るとき,ヴ ォルフは眠らず

彼は灰色狼に身を変えて

小暗き森を疾駆した

[小暗き森を]そ して椎の林を。

彼は角ある獣を打ち倒 し

狼1熊 も容赦せず,

黒　や豹は大の好物

兎や狐も嫌いではなかった。

ヴォルフは勇しき従士らに馳走 した

若者たちに履物と衣類を与えた
　 　 　 　 　 　 シ　ュ　　　　パ

彼らは黒　の毛皮外套をまとい
　 　 　 　 　 　 　 シ　　ユ　　　　　バ

着替えには豹の毛皮外套。[栗原　1980:203]

　　この叙事詩の主 人公 ヴ ォルフを,Jakobsonは,現 在の白 ロシアの都市Polockを11

世 紀 に治 めていた公 フセスラフ(　 　　　　　　)に 比定 し,叙 事詩 の主人公 の名ヴォルフ

(　　　　)を 呪術師を意味す る普通 名詞 ・t　 　[volxv]が 固 有名詞化 した ものと解釈 し

て いる[JAKoBsoN　 and　 SZEFTEL　 1966:302-303]。

　　ブィ リーナの主人公ヴ ォル フが11世 紀 の実在の公 フセス ラフをモデルと した もので

あ る,と い うこの仮説を傍証す るものと してJakobsonが あ げるのは,11世 紀 の 「原

初年代記」の1044年 の項に見 られ る,フ セスラフ公誕生 につ いての次のよ うな記述で

ある。

..., åãî æå ðîäè ìàòè îò âúëõâîâàíüÿ. Ìàòåðè áî ðîäèâøè åãî, áûñòü åìó ÿçâåíî 

íà  ãëàâå åãî, ðåêîøà áî âîëñâè ìàòåðè åãî: Ñå ÿçâåíî íàâÿæè íà íü, äà íîñèòü å äî 

æèâîòà ñâîåãî, åæå íîñèòü  Âñåñëàâú è äî ñåãî äíå íà  ñîái; ñåãî ðàäè íåìèëîñòèâú 

åñòú íà êðîâüïðîëèòúå.  [DMiTREV  àæ!  ÅIñíëñâè 1978: 168]

この彼(フ セスラフ)を 母は呪術によって生んだ。というのは彼を母が生んだ時,彼 の頭の

上に羊膜があったからである。呪術師たちは彼の母に言った,「 彼が生涯それを身につけて
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いるようにこの羊膜を彼に結びつけるがよい」と。それをフセスラフは今日まで自分の身に

つけている。それゆえに彼は流血に対 してあわれみを知らないのである。

　 ここで注 目され るの は,フ セスラフの頭に羊膜 がつ いていた,と い う記述であ る。

ス ラヴ人 には,羊 膜をつ けて生 まれ た子供 は幸運 にな る,と い う俗信 と,同 時にその

ような子供 は,吸 血鬼,人 狼,魔 女 などの超 自然的存在 になるべ く運命づ けられてい

る,と い う俗信 が存在 して いるか らである[JAKoBsoN　 and　 SZEFTEL　 l966:341-

346]13》。 た とえばセル ビアにおいて は羊膜(ko甑Ua)を 身 につけて生 まれてきた子

供 は人狼(vukodlak)に な るとい う信仰があ った[ScHNEEwEIs　 l961:8]。 つ ま り

フセスラフの誕生にまつわ るこのエ ピソー ドは,フ セス ラフの人狼 と しての性 格を示

唆 しているとい うことがで きる。

　 Polockの 公 フセス ラフは,写 本で伝わ るロシア最古　(12世 紀)の 英雄叙事 詩 「イ

ーゴ リ軍記」(CπoBo　 o　n秘Ky　 HropeBも)に も登場す るが
,そ こで もその形象 は,人

狼 としての性格 を示唆 して いる。

 Âüñåñëàâú êúíÿçü ëþäüìú ñóäÿøå, êúíÿçüìü ãðàäû ðÿäÿøå, à  ñàìú âú íî÷ü 

 âúëêúìü  ðèñêàøå: èñ  Êûåâà äîðèñêàøå äî êóðú Òúìóòîðîêàíÿ, âåëèêîìó Õúðñîâè 

 âúëêúìü ïóòü  ïð'ðèñêàøå.  ûëêîâsîõ 1966:  184)14)

フセスラフ公は人々を裁き,公 として町を治めた。だが夜中には自ら狼となって　　)駆 けた。
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　　　　　

キー エ フか ら トム ー トロ カ ンまで 夜 が 明 け るまで に走 り着 き,大 い な る ホル ス16)の 道 を 狼 と
　　　　　　　　　

な って17)さ え ぎ った 。

以上の記述あるいは伝承から再構成されるフセスラフの形象は,民 間伝承における

「人狼」のそれとは異なる点をいくつか持 っている。すなわちフセスラフは単に変身

13)羊 膜 に対 す る信 仰 は,一 方で はゲ ル マ ン人 に,他 方 で は シベ リア諸 民 族 に見 出され る。 アイ

ス ラ ン ドで は 羊膜 に はそ の 子供 の守 護霊 また は その 魂 の 一 部 が 宿 って い る とみ な され て いた

[,Jnxo　 sorrandSZEFT肌1966:345]し,ネ ネ ツ(ユ ラー ク ・サ モ エ ー ド)族 で は羊 膜 を つ けて

生 ま れ て きた 子 供 は シ ャー マ ンとな る運 命 を にな って い る と考 え られた[大 木1967:30;エ

リア ー デ1974:18]。

14)以 下 「イ ー ゴ リ軍記 」 に 関 し て テ キ ス トとそ の 解 釈 は,Jakobsonの 校 訂 し た テ キ ス ト

[,JAKOBSON1966:164-191]に 従 う。

15)こ こで 「狼 とな って」 と訳 した 個 所 は 原文 で は 　　　　　 「狼 」 の造 格(instrumental)形 で表
　 リ コ

現 され て お り,「 狼 の よ う に」 とも訳 す こ とか で きる がr中 村1967],筆 者 は この造 格 形 を変

身 を示 す 用 法 と解 釈 した い。

16)ホ ル ス(　 　　　,Xopc)は ス ラヴの 異教 神 で,普 通 太 陽 神 で はな い か と考 え られて い るが,定

説 とは な って い な い[IVANOVandTOPOROV1965:17-18]。Br　 cknerとPisaniは,こ の 個所

を,日 食,月 食 が人 狼 によ って ひ き起 こされ る,と い う上 述 の ス ラヴ の俗 信 と結 び つ け て考

え,「 大 い な るホ ル スの 道 を狼 とな って さえ ぎ った 」とい う表 現 は,人 狼 と な った フ セ ス ラ フが

月 食を ひ きお こ した こ とを 比喩 的 に述 べ た もの と解 釈 して い る[PlsANI1965:74;BRUCKNER

198fl:162]　

17)15)と 同様,こ のinstrumentalは,比 喩 的 用法 と も解 釈 しう るが,こ こで は や は り変 身 を示

す 用法 と して 解釈 して お く。
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能力を持つ呪術 師で あるばか りでな く,明 らかに戦士結社 の長であ り,従 士団を率い

る公 である。つ まりここで彼は戦士 というイメージと,群 れを統率す る リーダ ーとい

う二 つのイメージを になっている。 このイメー ジはおそら くかな り普遍 的なもので,

チ ュルク系遊牧民の説話 に しば しば見 られ る始 祖 としての 「狼」 のイメー ジも同 じ様

な メタフォアを基礎 と して形成 されていると考えてよいで あろう。 さらに前者 のイメ

ー ジについて は
,ス ラヴ以 外 の 印 欧諸 民 族 に お い て も,ゲ ルマ ンのベル セル キル

(berserkir),イ ラ ンのマルヤ(mairya-)の よ うな平行例を見 出す ことができる。

　ベルセルキル は,オ ーデ ィン神か ら変身 と呪 術の能 力を与え られた戦士であ り,そ

の名 は 「熊皮 を着 た者」を意味 した。ベル セルキルは,ま た 丘lfhednar「 狼 の皮 を着

た者」 とも呼ばれ,お そ らくは動物 の毛皮 を身 にまとうことで儀礼的変身を遂げた戦

士を意味 していた。 その変身の期間彼 らは実際 に自分た ちを 「狼」と して 自覚 し,掠 奪

を ほしいままに した と思 われる[HOFLER　 1934]。 後 代 のサガで は彼 らは単なる盗賊

集団 として農民に恐れ られている[DUMF.zlL　 l　970:　 41-143;STR6M　 and　 BIEzAls

1975:123;デ ュ メジル 　1980:69]。

　 また イランのマルヤ は ミスラ神崇拝 と結 びついた同様の戦士結社 の成員であ るが,

興 味深 いことにvahrka「 狼 」 という異称を持 ち,し ば しば 「二本足 の狼」 とも呼ば

れた[WIKANDER　 1938;WIDENGREN　 1956:23]。

　 これ らの印欧語族 における戦士的男性結社 の存在 については,Dum�ilが 詳 し く論

じて いるが[DUM血IL　 l970],彼 は この戦士結社を,主 権者,戦 士,生 産者 とい うい

わ ゆる三機能体 系の視点か らその第二機能 を代表す る層 とみな して いる。注 目され る

のは印欧語族 の神話 において この戦士層は,し ば しば様 々な動物 の形態 をとる,と い

う事実であ る。 ス ラヴにおける人狼信仰を,上 述 の戦士=狼 としての フセスラフの形

象 と関係づ けて考え るな ら,か つてス ラヴに も,ゲ ル マ ンや イランに見 られた よ うな

戦士結社が存 在 し,そ の記憶が民間の人狼信仰を生みだ した とい う仮説 を立て ること

は可能であ ろう。たとえばCremonaのLuitpard(920-972)の 年 代記 には,ブ ルガ

リアの皇帝Simeon(927年 没)の 息子 で狼 その他 に変身す る能 力を持 って いた とされ

る王子BenjaminがBajanusと い う名で言及 されてお り[JAKoBsoN　 1966:279;

MENGEs　 l979:80],10世 紀 前後までは,ま だ スラヴの各地 に このよ うな呪術師 的な

戦士二公と彼 にひきい られた戦士結社 は存在 して いた ので はな いか と考 え られ るか ら

である・第2章 で検討 したよ うに,ス ラヴおよびバル ト民 族の人狼信仰 には,時 代 をさ

かのぼるほど定期的変 身とい うモチ ーフが強 くなるが,こ れ はこのような戦士結社 の

定期 的な変身儀礼を意味 していたか も しれない。 この仮定に立てば このよ うな人狼呪
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術師的な戦士団の長のイメージが,戦 士結社そ の ものの消滅後,単 な る人狼 呪術師のイ

メージに退化 し,定 期的変身のモチ ーフがそれに伴 って消滅 した,と い う歴史 的過程

を再構成す ることがで きよ う。古代 ロシア文語 に 「人狼」を意味す る術語 が欠 けてい

るの は,こ の術語 が元来 自称で はな く,変 身 した呪術師的戦士 に対す る民 衆の側か ら

の他称で あった ことを示唆 してお り,フ セス ラフの治世が11世 紀の ことであ ることを

考 えるな ら,こ の戦士 と して の人狼の イメー ジのほ うがよ り古 い もの と考え られ る。

印欧語族 における狼愚 現象 をこの男性結社の概念 と結 びつ けて考えてい るPrzyluski

の視 点[PRZYLUSKI　 1940]は 基 本 的には筆者 のそれ に一致す る。しか しPrzyluskiは,

ス ラヴの人狼信仰につ いて は言及 してお らず,こ の仮説の検証 の為 には,狼 がス ラヴ人

の儀礼や俗信の中でどのような機能を果た してい るかを明 らか に しな ければな らない。

4.「 狼 の 牧 者 」

　 スラヴの人狼信 仰に関連 して注 目され るのは,ス ラヴ全域 において,特 定の聖人あ

るいは森の精が狼 の保護者 とみな され,狼 崇 拝が しば しば この特定の聖人 と結 びつい

て いることであ る[REITER　 l　973:205-206ユ 。

　大 ロシアで は聖エゴー リイあるいはユ ー リイ(ErOP鴫10P曲=ゲ オルギ イ)18)が 狼

の保護者 と考え られていた。次の諺がそれを示 している。

×òî ó âîëêà â çóáàõ, òî Åãîðèé  äàë.

狼 が 口 に くわ え て い る もの は,エ ゴー リイが 与 え た も の　 [DAL'1862:1057]

　 またユ ー リイの 日(4月23日 と11月26日)に は,聖 エゴー リイは森を白い馬 に乗 って

め ぐり歩 き,獣 た ちに命令を与え る,と され る[DAL'1862:981]。 このよ うな聖エゴ

ー リイの形象 は
,民 話 に もしば しば登場す る[SADovNIKov　 l　884;上ooRITs　 1955:

41-43】 。大 ロシアの民話で は,根 もとの草 が踏 み しだかれてい る樫 の木 を見つ けた牧

童がその上に登 って様子を見てい ると,狼 の群 をひきつれた聖エゴー リイがや って き

て,そ の樫の根 もとで狼た ちにそれぞれの獲物 を指示 し姶め る。一番最後 にびっこの

狼が聖 エゴー リイに自分 の食べ るべ き獲物 を尋ね ると,聖 エゴー リイは,「 この木 の上

にいる男を食 うがよい」 と命 じ,牧 童 は食べ られて しま う[AFANAs'Ev　 l　865:710]。

全 く同様の民話は ウクライナのほか,セ ル ビア,ボ スニア,ス ロヴ ェニアなどのユーゴ

18)　 　　　　　 は,古 代 ロ シア語 　　　　　　,　　　　　　　,　　　　　　　　,　　　　　　　な どを経 て,ま たK)　 　　

も同様 に古 代 ロ シア語 　　　　　を経 て と もに ギ リ シャ語rε6ρ γ`09[Georgios]に 由来 す る。 ブ

ル ガ リア 語 　　　　　　,セ ル ビ ア語Dordeも 同 じ[VAsMER1967:8;1973:533】 。
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ス ラヴ ィアに も知 られてい る。ただ しこれ らの地方 の民話 では,聖 エゴー リイ,あ るい

は ジョル ジェ(・ゲオルギ イ)の かわ りに,聖 ム ラータ(Mrata・ マル チ ン),聖 サ ヴ ァ

(Sava)な ど が登場す る場合 が多 い[AFANAs'Ev　 l　865:711;栗 原　 1980:182-185]。

　 ウクライナでは,狼 は 「ユー リイの犬」と呼ばれ る[AFANAs'Ev　 l865:710,1869:

763]　

　 大 ロシアおよびウクライナで はこのよ うな聖エ ゴ ー リイ の 形象 は,大 ロ シ アで

レー シイ(　 　　　　),ウ クライナで は ポ リス ーン(rlo」licyH)あ る い は リソヴ ィーク

(　　　　　　　)と 呼ばれ る森 の精 のそれ と融合 してい る場合があ り[渡 辺　 1981:16],ま

た 聖エゴー リイと この森の精のペアが狼 の保護者 と して登場す る民話 も記録 されてい

る[AFANAs'Ev　 1865:711]。

　 西 ウクライナのガ リシア地 方では,ポ ー ラン ドと同様,狼 の保護者 は 聖 ミコライ

(=ニ コラわ と考 え られていた[TOKAREV　 1957:47]。

　 白ロシアお よび北部大 ロシアのSmolensk県 で は,狼 の群れは白い狼 によ って統率

されているると信 じられて いたが[MoszY　 ts　　 1967:573],こ れ は前述 の白馬 に乗

る聖 エゴー リイの形象の変形 した ものと考 えることがで きるか もしれない[GIMBUTAS

1971:163]　

　 ポーラ ンドでは聖 ミコワイが狼 の保護者 と考 え られて いた。彼は毎年狼 のために,

食 べ るべ き家畜を定め る。Klingerは,こ の ようなポー ラン ドにおける聖 ミコワイの機

能 を,聖 エゴー リイのそれが転移 された ものとみな してい る[GANcKAJA,　 GRAcIAN-

sKAJA　 and　 TOKAREV　 l973:206;KLINGER　 l931:75-78]。 既 に述べたよ うに,

Cz皇stochowa近 郊 の農民 は,聖 ミコワイは人間を狼 に変え る,と 信 じていた[Mos-

ZYNSKI　 196%:544]　

　 セル ビアで狼 の保護者 と考え られてい るのは聖 ムラータと聖サヴ ァである。彼 らは

毎年 ム ラテ ィンツ ィ(Mratinci)あ るいはサヴ ィツ ァ(Savica)と 呼 ばれる自分た ちの

祭 日に,狼 た ちに食べ るべ き家畜を指示す るとい う(第5章 参照)。

　 聖ムラータは,元 来 ク　アチアか ら伝 え られ たカ トリックの聖者であ るが,セ ル ビ

アで は狼 の保護者 として信仰 された[PETRovI6　 1970c;栗 原 　 1980:183]。 また聖

サヴ ァは,学 芸の守護聖者であ り,電 を もた らす神格 と もみなされていた[PETROVIC

1970　 ]　

　 これ らの狼 の守護聖者 は南ス ラヴでは,一 般的 に 「狼の牧者」 と呼ばれる。

　 ス ロヴ ェニアの伝説で は,狼 の牧者(vucji　 pastir)は,両 手 に鞭 を持 って狼 にまた

が って いるか,棍 棒 を持 って狼の群れの先頭 に立つ。彼 は老人の姿 であ らわれ ること
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もあれ ば,自 ら狼 に変 身 し,村 の家畜 を襲 うこと もあるという。 この狼 の牧者 は,セ

ルビアのそれ と同様,狼 たちに,そ れぞれが食べ るべ き獲物 を定 あ る[AFANASりEV

　869:529-530]　

　後 に述べ るように,ブ ルガ リアで は,「 狼 の聖母」が狼 の牧者の機能を果 た している

(第5章 参照)。

　バ ル ト語族 にお いて は,東 スラヴと同様 に聖ゲオルギイ(ニ エゴー リイ,ユ ー リイ)

が,家 畜 の保護者であ ると同時 に狼 の保護者 と考 え られて いた ようであ る。リ トアニア

で は狼 は「聖ゲオルギイの犬」と呼ばれ,ま た フィン系 のエス トニア人 も狼 を 「聖ゲオ

ル グの小犬 「(puha　J負ri　kutsikad)と 呼 んで いた[AFANAs'Ev　 1869:763;LlooRITs

1955:t1.1]19)　

　 さて,以 上の事例 において,そ れぞれ の聖人 は,ど のよ うな理 由によって1狼 と結 び

つ いているのであ ろうか。 まず指摘で きるのは,南 スラヴと西ス ラヴにおいて は 「狼

の牧者」 とみな されてい る聖人 は,そ の祭 日がおもに秋か ら冬 にか けて定 め られて い

る ことで ある。 この ことか らこれ らの地域で は,そ の祭 日が狼 の活動期 に重な りあ う

よ うな聖人 が,狼 の牧者 とみなされ るに至 った と考える ことがで きよう。 この視点 か

らす ると例外的 なのは,東 ス ラヴで狼 の保護者 とみな されている聖 エゴー リィ(ユ ー

リイ)で ある。彼の祭 日は4月23日 と11月26日 で あるが,こ の両者 の うちで はむ しろ春

の祭 日の方 が重要だか らである20)。 しか し一般 的に,キ リス ト教伝説 の聖 エゴー リイ

においては,「 龍退治の英雄」というイメー ジが本来的 な ものであ り,ロ シア ・フォー

クロア において彼が 「勇敢 なエゴー リイ」 と呼ばれて いることを考 えるな ら,東 スラ

ヴにお ける狼 の牧者 と しての聖エ ゴー リイの形象 は,む しろそのゲルマ ンのオーデ ィ

ンを思わせ る戦神的な機能 によって狼 と結 びついて いる可能性が大 きい。 この視点か

らす るな らば覆を もた らすとされ るセル ビアの聖サヴ ァも,戦 神的な雷神のイメージ

と結 びつ いてい るか もしれない。注 目され るのは,こ のような戦士 としての 「狼 の牧

者」 の形象が,叙 事詩 におけるフセス ラフの人狼戦士的 な形象 にきわめて近 いことで

あ る。 これ らの 「狼の牧者」の分布 と祭 日を まとめ ると図2の ようにな る。

　ところで 「よき羊飼い」 と して のイエスを連想 させ るこのよ うな 「狼の牧者 」のイ

メージは当然,キ リス ト教の導入 後形成 され たもの と考 え られ るが,そ こには前章 で

19)非 ス ラヴ 系 のバ ル カ ン諸 国 に お いて も同様 の信 仰 が認 め られ る。 ル ーマ ニ ァで は,聖 ペ テ ロ

(Petru)は 「狼 の 守 護 者」と呼 ば れ,狼 は 「聖 ペ テ ロの 犬」 と呼 ばれ て い た[SALMANOVIC1973:

297;SVE　 NIKOVA1979:209]　

20)東 ス ラヴ に お いて は聖 ユー リイ(,Jurij)の 形 象 は,そ の 音韻 論 的 類 似性 か ら 春 の豊 饒 の 神

Jariloの そ れ と融 合 して い る[lvw　 ovand　 　　　　　　 1974:184;坂 内1977a:127-130]。
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南 ス ラ ヴ 東 ス ラ ヴ 西 ス　ラ　ヴ

・・/・・聖 マ・・チ ン}

11/26聖 ゲ オル ギ イ

12/6聖 ニ コラ イ

1/14聖 サヴ ァ

4/23聖 ゲ オルギイ

図2　 「狼の牧者」とその祭日

検討 したフセスラフと従士団の イメー ジと同様 に,狼 の リーダ ーと群 れ とのエ コロジ

カルな関係が メタフォア として投影されていると考え られ る。また同時 に人間を狼に

変え るポーラ ン ドの聖 ミコワイ,自 ら狼 に変身す るス ロヴェニアの狼 の牧者 は,人 狼呪

術師 として の性格 をもあわせ持 ってい る。 ここで第2章 で検討 した民間伝承 にお ける

人狼,第3章 で検討 した叙 事詩 における戦士 と しての人狼,第4章 で検討 した 「狼 の牧

者」 とい う三 つの主要な フォークロアのモチーフを,(1)戦 士,(2)呪 術 師,(3)群 れ の リ

ーダー
,と い う三つ の主要な イメージの有無 を基準 に分類す ると図3の よ うにな ろう。

　 この表 によ って明 らかなの は,呪 術師による変身 とい う人狼信仰 のモチーフを欠い

てい る南 ス ラヴで は,部 分的 に 「狼 の牧者」 がその代行 を して いる こと,ま た群れ

の リーダーとい うイメージは東 ・西ス ラヴの民間伝承におけ る人狼 のイメージに は欠

けてい るが,東 ス ラヴの戦士結社の長 としての人狼 のイメージにはそれが見 いだせ る

とい うことで ある。 この ことか ら,人 狼 の祖型的 イメージは,戦 士/呪 術師/群 れの リ

ーダ ーとい う三つ の意味素性をあわせ持つ第3章 で検討 した戦士結社 の長 と しての人

狼 の イメージに近 い ものであ った と考 え られ,こ れ は前章 で行 った考察 の結果 に一致

地 域

ぐ チー7
モチーフを　 ＼

構成するイメージ

呪 術 師

戦 　 　 　 　 　士

群 れ の リ ー ダ ー

東 ス ラ ヴ

西 ス ラ　ヴ
南スラヴ

叙事詩におけ
る戦士 と
しての「狼」

十
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一f一

民間伝承に
おける人狼
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「狼の牧者」

(+)
　+)
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図3　 狼にかかわる民間伝承の意味素性
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する。これらの意味素性のうち特に呪術師のそれが残存したのが,東 および西スラヴ

の人狼のイメージであり,群 れの リーダーとしての意味素性が残存 したのが南スラヴ

の 「狼の牧者」であると考え られよう。ところで第2,3章 で検討したように,人 狼

の変身はかつては定期的に行われていたと推定され るが,こ の定期的変身というモチ

ーフに関連して注 目されるのは,ス ラヴ人およびバル ト人の冬季儀礼にしばしば狼の

仮装者があらわれ,ま た晩秋か ら冬季にかけて特別な狼祭 りが行われ,そ こでしばし

ば若者組が重要な役割を果たす,と いう事実である。次章ではこの冬季儀礼における

狼の意味を考察 してみたい。

5.冬 季儀礼 にお け る狼

　スラヴ人およびバ ル ト人 の人狼信仰に関連 して注 目され るのは,古 い伝 承ほど人狼

の出現を一年の一 定の時期,特 にク リス マス前後に限定 していることであ る。 とい う

の もス ラヴ人お よびバル ト人 においては,冬 季儀礼に狼 の仮装者 があ らわれた り,ま

た晩秋 か ら冬季 にか けて特別な狼祭 りが行われて いるか らであ る。

　冬季儀礼 と狼 との結びつ きが特 には っき りと認め られ るの は,南 ス ラヴにお いてで

あ る。

　 セル ビアでは,11月11日 の 聖ム ラータ(マ ル チン)の 日をは さむ数 日間(た とえば

東 セル ビアのBolevacで は2日 間),あ るいは一週間21)は ム ラティ ンツィと呼ばれ る

「狼 祭」に定 め られていた。その最初の 日には黒い鶏,あ るいは羊 が屠 られ,こ の期間 中

は家で も戸外で も仕事 をする ことが禁 じられた。 これを守 らないと狼か ら大 きな被害

を受けると信 じられていた。とい うのも聖 ムラータは,こ の時期 に狼た ちを集 め,食

べ るべき獲物を指示す ると信 じられて いたか らであ る。特 に このムラテ ィンツィの最

後 の日あ るいは最初 の日には,最 も危険 な 「び っこの狼」(kriveljan)が あ らわれ ると

信 じられていた[DROBNJAKOVIC　 1960:223;　 　　　　　　 1973:235;KoLEvA　 1981:

100;PETRovl6　 1970a]。

　 セルビアにおいては このムラテ ィンツ ィのほか に もク リスマスに仕事 をす ることは

タブーとされてい る。 た とえばZepaで は ク リスマスか ら新年 までの期間に は機織

りを して はな らない,こ れを守 らないと狼 が羊を さらう,と 信 じられていた[KASUBA

19%3:253]　

21)11月9日 か ら14日 まで,11月9日 か ら17日 まで 行 わ れ る のが 普 通 で あ るが,Bokaで は12月6

日 まで行 わ れ た し[PETROVICl970a],聖 ア ルハ ンゲ ル(Arhandzeo)の 日(11月8日)か ら

聖 ム ラー タの 日(11月11日)ま で 行 わ れ る地 方 もあ った[KoLEvA1981:100]。
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　 セル ビアの一部,た とえばKosovo,　 Stari　Vlah,　 Boljevacな どでは,聖 サヴ ァの 日

(1月14日)を はさむ一週間 あるいは15日 間 に,サ ヴィツ ァと呼ばれ る狼のための斎

戒が行 われ る。 この期間中は,四 足獣 の肉食,刃 物を用い る仕事,羊 毛 の加工 は禁 じ

られ,こ れを守 らないと狼が家畜を 襲 う と信 じられた[PETROVIb　 l970b,1970d;

SCHNEEWEIS　 1961:124-125]　

　 ダルマチアで は,1月17日 か ら20日 ま での間 は,あ る種の仕事 をす ることが禁 じら

れ る。 また ブルガ リア とマ ケ ドニア では11,月 か ら2月 にか けて22)特 別 な 「狼祭」

(　　　　　　　　　　　　　　　　)を 行 う。 この期間 中は,糸 紡ぎ,機 織 り,縫 い物,洗 濯など

が タブーとなるが,特 に羊毛の加工 は禁 じられ る。 というの はこの祭 の間 に作 られた

衣服を着て外 出す ると狼 に食 い殺 され ると信 じられて いるか らである。 この祭の間に

は,狼 の 口を 「縫 い合 わせ る」儀礼が行われ る。 この 「狼祭」 の期間中 「狼」(　　　　)

と い う言葉を 口にす ることもタブーとされ,　 　　　　 「異教徒,い やな奴」,　 　　　　 「け

もの」 などと呼ばれる。 この期間 の最後の 日は 「狼 の聖母」(　 　　　　　　　　　　　　　　　　)

と呼 ばれ るが,こ れは この 日に聖母が狼 に とるべき獲物を指示す ると信 じられて いた
　 　 　 　 　 　 　 　 　 ノ

か らで ある[MoszYNsKI　 1967:572;　 　　　VA　 1980:99]。

　 クロアチア とセル ビアにおいて は,こ のよ うな 「狼祭」の ほか に,若 者 たちが ク リ

スマスに狼 の毛皮 をかぶ った り,狼 の剥製のかか しを持 った りして家 々をまわ り儀礼

歌 を歌 い,贈 物 を受 け取 る風習があ った[　 　　,　　　　　 1970c]。 この若者 た ちはヴチ ャ

ール(vucar)と 呼 ばれ るが
,こ のよ うな門付 けの行進 は,狼 を殺 した時 にはそのほ

かのどの日で も行 われた。 この 風 習 は,現 在 で も北ダル マチアや,西 セル ビアの

Jadar川 流 域地方 で見 ることがで きる23)。 ま た同様の狼 の仮装 あるいはかか しは謝 肉

祭 に も見 られた[KAsuBA　 1977:255]。 注 目され るのは,ダ ル マチアのZadar地 方 の

Kotar諸 島 では,こ の ヴチ ャールはcar(　j　　「魔 法使 い」と呼ばれ ることであ る[DRoBN-

JAKOVIC　 1960:190;SCHNEEWEIS　 l　961:127]。 ここ,二は東お よび西 ス ラヴに見 ら

れたよ うな,呪 術師 と人狼 の結 びつ きが示唆 されてい る可能性 があるか らであ る。

　 ダル マチ ア北部 やボスニァでは,ク リスマス前 夜に狼 を晩餐 に招 く習慣 があ った。

家の主人 は食卓 の料理 を各人 の皿か ら少 しずつ取 って,ご み捨場 あるい は十字路 に置

22)11月1日 か ら8日 あ る い は20日 まで,11月11日 か ら13日 あ るい は17日 まで,ク リス マス前 夜

か ら元 旦 あ るい は主 顕祭(1月6日)ま で,2月 の1日 か ら3日 まで な ど,地 方 差 が は げ しい

[MOSZYIVSKIl967:572;KOLEVAl980:99]。

23)ク リス マス に お け る同様 の風 習 は近 代 ギ リシ ャに も見 られ た 。 ギ リシ ャで は この 日 καλ`κん 一

　　　　　　[kalikantsaros]ま た は λひκoκαン・σ叩09[likokantsaros]と 呼 ば れ る人 狼 的 存 在(お そ ら

くそ の語 源 は11　　　　8　　　　　S[1ykhanthrδpos]「 人 狼 」 で あ る)の 仮 装 行 列 が行 わ れ た[・::・

1903:73;DROBNJAKOVIC.1960:190;IvwNOV　 1973:32i-322;rvANov1975:407;MEGAs'

1958:33-37]　
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いた[KULI$IC　 1970a:83;栗 原　 1980:187]。

　 ポーラ ンドでは,聖 ミコワイが狼の保護者 と考え られてお り,Mazowsze地 方 では'

聖 ミコワイの 日(12月6日)の 前 日に狼 が家 畜を襲 わないよ うに(特 に牧童が)斎 戒

を行 った。 また この 日Raba川 沿 いのNordrabska　 Ziemiaで は教会に聖 ミコワイ

と狼のために供物 をささげる。聖 ミコワイの供物に は雌鳥が,狼 のそれに は亜麻 と大

麻 が選ばれ る[GaNCxAJa,　 GRACIANSKAJA　 and　 ToKAREv　 1973:206;KLINGER

1931:75-78]o

　 ポ ーラ ンドの次 のような諺 は,こ のよ うな習慣 と対応 してい る。

Na  gwiptego Mikolaja rozbestwia  sip  wilkOw zgraja.  [PEticA 1980: 173]

聖 ミコワイの日には狼の群れが荒れ狂う。

　一般にス ラヴ人 の聞 には,ク リスマス前 夜に仮装 した若 者たちが歌を歌 いなが ら家

々を まわ り門付 けをす る習慣があ り,koljada,　 koleda,　 kol璽da(<*kol¢da)な ど と呼

ばれ るが,ポ ーラ ン ドの西MazowszeやPomorze地 方 またKielce,　 Sl亀skの 村 の

コ レンダ(kol咤da)の 儀 礼 には,「 熊」「山羊」「野牛」「こうの とり」 などにま じって

「狼」の仮装が見 られた。狼の仮装 者は,狼 の仮面をつ け,毛 皮 をかぶ った[GAN-

cKAJA,　 GRAclANsKAJA　 and　 ToKAREv　 1973:227]。 このコ レンダの儀礼 において

は,古 くは,狼 その ものを 連れ歩 くこともあ った ことは17世 紀 のW.Potocki,16世

紀 のM・Rejな どの文学作 品か ら知 ることがで きる[MOSZYNSKI　 1967:573]。

　 ポーラ ンドのRzesz6wとKrak6w地 方 で は,南 スラヴと同様,ク リスマス前夜

に狼を晩餐 に招 く風習が あった。Krak6wの 農 夫た ちは,晩 餐の時に エ ン ドウマメ

を壁 に投 げつ けて叫ぶ

Wilku, wilku,  chod 

to nie przyjchodi

i do grochu, jak nie  przyjdziei, 

 al do siego roku! [GANCKAJA, GRACIANSKAJA and TOKAREV 1973 : 210]

狼,狼,エ ンドウ豆を食べに来い,

で なけりゃ来年まで来るな/

　 またRzesz6w地 方 の村で は,晩 餐 の 前 に 家 の 主入が家畜小屋に行 き,戸 をあけ

て唱え る　　 「狼 よ,や って来 い,一 年 に一度 た らふ く食 うが いい,こ れはおまえに

くれてや る。 もし今 日来 ないな ら,も う来年 まで来 るな。」そ して梁に ヤ ドリギの枝 を

か けてwilk　 r狼 」と呼ぶ。 この 「狼 」は冬 の間 じゅうず っとそこにか けられ,そ のあ

とで それを燃や して煙を病人 にあてた[GANcKAJA,　 GRACIANSKAJA　 and　 ToKAREv
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1973:210-211]24}0

　 チ ェコでは特別 な狼 のための儀礼 は報告 され ていないが,古 く12月 が 「狼月」(vlci

music)と 呼 ばれていた[MILLER　 l876:144-146;IVANOV　 l975:407]こ と は示

唆的であ る。

　南 スラヴに見 られるような特別 な狼祭 りの風習 は東 ス ラヴには認め られないが,強

いて言 うな らば春と秋 に二度祝われ る聖 エゴー リイの 日(4月23日 と11月26日)が そ

れに相 当 しよう。東 スラヴで は聖 エゴー リイは狼 と家畜 の保護者であ り,こ の二 日間

は南 ス ラヴの 「狼 祭 り」と同様 に羊毛 の加工が禁 じられる[AFANAS'EV　 1865:711]。

ま たDal'の 編 んだ大 ロシアの民 間歳時暦(MecRuec.noB)に よ れば,12月9日 の聖母

受 胎祭 か ら1月6日 の主顕節 までは 「狼 が群を なして走 りまわ る」 とある し,ク リス

マス前 夜に 「糸紡 ぎをす るの はよくない,不 幸が おこる」 とあ る。 また ク リスマスに

　 　　　　　　　　　

「わ らじをあむ とめっか ちが生 まれ,縫 物をす るとめ くらが生 まれ る」とあり[DAL',

1862:1002-1003],南 ス ラヴの狼祭 とよ く似 た労働の タブーが冬季儀礼 との関連で存

在 してい る。

　 また大 ロシアの コ リャダ ー(koljada)の 儀礼 に見 られ る仮装 には,山 羊,熊,鶴 な

どの動物にま じって狼 の姿 も見 出され る[PRopp　 l963:ll6]。 これ らの動物 の保装

に しば しば動物 の毛皮 が用 い られ,仮 装者が しば しば(特 に北部 において)「 呪術師」

(Ky双ecHHK)と 呼 ばれてい ること[PRoPP　 I963:118;坂 内1977b:34]25)は,再

び呪術師 と人狼 の結 びつきを示唆す るものといえ よう。

　 白 ロシア のGrodno近 郊 で は,ク リスマス の 頃 に狼 をK朋 瓢HHK[kaljadnik]

「カ リャダー(kaljada,ク リスマス前夜 に歌われる儀礼歌 あるいはその儀礼)を 歌 うも
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ノ

の」 とい うタブー語で呼ぶ[MoszYNsKI　 1967:572]26)。 こ のことは逆 にカ リャダ

ーの儀礼 と狼 の結 びつ きを暗示す る もの とも言 えよ う。

　 スラヴ圏 とよ く似た狼祭 りはバル ト圏で も記録 されて いる。15世 紀 のP.Einhornの

24)セ ル ビァ にお い て も狼 の 毛 を 香 と して た き,そ の 煙 を 病人 に当 て る と,病 気が 直 る と信 じ ら

れて いた[栗 原1980:193]。

25)仮 装 者 で は ない が,こ の ク リス マ ス前 夜 と復 活 祭 に歌 を歌 って 家 々を 門付 け して歩 く若 者 た

ち の グ ル ープ はSmolensk県 で は,「 呪 術 師(BOハxB)た ち」 と 呼 ば れ る[SOROKOLETOV

1970:76Jo

26)こ の よ うな一 定 期 間 に の み用 い られ る タブ ー語 の ほか に,ス ラヴ語 に は いつ で も用 い られ う

る狼 に対 す る タブ ー語 が数 多 く存 在 して い る。

大 ロ シアで は狼 の こ とを しば しば 単 にv」IIOTblH3$epb[ljutyjzver']「 残 忍な け もの」 と呼 ぶ

し,ウ ク ライナ で はARAbKO[djad'ko]「 叔 父」,」[ITKO[ditko]「 祖 父 」と呼 ぷ 「AFANAS'EV,1865:

742;STANKIEWICZI958:ll7]。 西 ウク ライ ナで は,「 大 き いや つ 」(bil'sij)と 呼 ばれ る熊 に対

して 狼 は 「小 さい やつ 」(malyj)と 呼 ばれ る[Z肌ENIN1929:104]。 セル ビアで はkum(教 父,

godfather)と よ ば れ る こ とが あ る ほか,セ ル ビアお よ び ク ロ アチ ア の民 話で はuj,ま た はvuj

「(母方 の)叔 父 」 と呼 ば れ る[STANKIEWICZ1958;120j。
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記述 によれ ば,ラ トビアで はク リスマスの頃に十字路で羊を狼 に ささげる儀礼(gainat

vilkus)が 行 われた。 この儀礼 によ って家畜 は以後一年間狼か ら守 られ ると信 じられ

ていた[VOL'TER　 1890:100]。 既 に述べた ように ラ トビア語で十二月 は 「狼月」

(vilka　menesis)と 呼 ばれた[lvANov　 1975:407]。 ま た リトアニアで は大 ロシア と

同様の斎戒を4月23日 の聖 エゴー リイの 日に行 った[AFANAs'Ev　 1865:712ユ27)。

　 以上本章で検討 してきたスラヴ人 の冬季儀礼 について まとめ ると,特 に南 ス ラヴと

西 ス ラヴにおいて,「 狼 の牧者」の信 仰と結 びつ いた,冬 季 の狼 の活動を鎮めるための

儀礼 が見 られ,南 ス ラヴと西 ス ラヴにおいて同様の 目的を持 ったク リスマス前 夜の狼

の晩餐への招待が見 られ ること,同 時にスラヴ全域 のク リスマスか ら新年 にか けての

儀礼的行動に,特 に若者組的集団に よる狼 の仮装が見 られ ること,そ れ らの仮装者が

東 スラヴと南 ス ラヴにおいて 「呪術師」 と呼ばれる場合のあ ることが確認 された。 こ

れを図表化す ると図4の よ うになる。 これ らのデータか ら推測で きることは,ス ラヴ

民族 には元来人狼 信仰 とは独立 した現実の狼 の活動を鎮 めるための儀礼が冬季 に存在

していた らしいことと,こ の儀礼 に並行 してあ る種の若者組 による狼への変身儀礼が

やは り冬季,特 にク リスマス前 夜に行 われて いた らしい ことである。呪術師 と結びつ

いた人狼信仰 がよ く保存 されてい る東 ス ラヴにおいて冬季儀礼 における狼の仮装 があ

まり見 られない ことと,本 来の人狼 の イメージが吸血鬼のそれに吸収 されて しまった

モチ ー フ
地 域

「狼の牧者」に関係
する斎戒

クリスマス前夜の晩
餐への狼の招待

クリスマス前夜の儀
礼における狼の仮装
者

仮装 者e「 呪術師」

東スラヴ

(+)

C+)

{+)

西スラヴ

十

十

十

南スラヴ

一1一

一1一

一1一

(+)

図4　 「狼」に関連する冬季儀礼の構成

27)南 ス ラヴと共 通 す る1狼 祭 り」 は,ル ー マ ニ アに も認 め られ る。11月sりbの 聖 ア ン ドレイ

(Andreiu)の 日 は 「狼 の 日」(Zivalupii)と 呼 ば れ,掃 除,調 髪 な どの 仕事 が タ ブ ー とされ る

(こ の 日 は セル ビアで は しば しば 「熊 の 日」 と呼 ばれ る[K崩uBA1973:236])。 また1月16日

の 聖 ペ テ ロ(Petru)の 日 は,ブ コヴ ィ ナ,ト ラ ン シル ヴ ァニア,ム ンテ多 ア の一 部 で は や は り

狼 の た め の祭 日 と して 祝 わ れた24)[MARIAN1898:220-227;PANFILE1914:136;SALMANOVIC

1973:284,297]0

ちな み にル ー マニ アで は聖 ペ テ ロと聖 ア ン ドレ イは 兄 弟 とみな され て いた[MAR星AN1898:

220-227;SnLMANOVIC1973:297-298]0
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南スラヴにおいて逆に冬季儀礼における狼の仮装がよく保存されていることを考える

な ら,こ れらのモチーフの根底には,青 年戦士結社の成員による狼への定期的変身と

いうモチーフがあり,そ れが呪術師と結びついた人狼信仰と,「狼の牧者」,若者組に

よる定期的な狼の仮装という三つのモチーフに分解 し(「狼の牧者」のイメージには,

動物の主である「森の精」のイメージが習合 していると考えられる),東 スラヴでは特

に前者がよく保存され,南 スラヴでは特に後二者がよく保存されたと解釈することが

できる。しかしこの分解 した三つのモチーフの関連は,儀 礼的な 「狼」の仮装者が南

および東スラヴで 「呪術師」と呼ばれる場合があり,「 狼の牧者」は呪術師的なイメ

ージをになうことがある,と いう事実によって示唆されている。

6.若 者組 としての 「狼 」

　前章 まで の検討 において,人 狼信仰の根底には,青 年戦士結社の成員 による狼 への

変身とい うモチーフがある,と い う仮説を提出 したが,本 章で はその傍証 と して,ス

ラヴ人 の儀礼 における若者組 的な 「狼」 のイメージについて触れて おきたい。セル ビ

アの 「ヴチ ャール」 はその典 型であ るが,ボ スニアの婚礼で,婚 礼直後 に 「狼」 と呼

ばれ る若者 の一団 が,新 郎新婦 の家 を訪 れる習慣 は興味深い。「狼」た ちは 「狼 よ,ま

わ りに気 をつ けて新妻を守れ,若 者 よ,狼 た ちが羊を食わないよ う気 をつ けろ」 と家

の前ではや したて,卑 狼 な言 葉をかけ る。家 の中か ら食べ ものが投げ られると 「狼」

た ちは退散す る[KULI$IC　 l970b]。 ま たボスニアで は結婚式 に行 くことを 「狼た ち

の中に行 く」(ici　v　volci)と 表 現す るが[栗 原　 1980:191],こ れ は婚 礼においてかつ

て 「狼 」 と呼ばれ る若者組が大 きな役割 を果た して いた ことを示唆す るよ うに思われ

る。中部大 ロシアの方言で 「狼」が花婿側 の付添人を意味す る[SOROKOLETOV　 1970:

40]こ と はこの点 か らも興味深 い。

　 Proppは 特 に大 ロシアの ク リスマス 前 夜 のコ リャダ ーの儀礼 において,儀 礼的仮

装 の対象 とな るのが,ジ プシー,兵 士,異 様 な風体 の老人な どの 「異入」であ ること

に注 目 してい るが[PROPP　 1963:lll],東 ス ラヴか ら西 スラヴにか けて この時期 に

あ らわれ る 「狼」の仮装 もこのような 「異人」的機能 を持つ若者組 とな ったかつての

青年戦士結社を形象化 した ものであったか も しれない。 この東 および西 スラヴ におい

て,コ リャダ ーの儀礼をはさむ冬季 に,若 い男女 が,家 内労働 と娯楽 の集 いのた めに若

者組的組織を形成 して結婚 の準備 をす る風習 のあ ることは,冬 季儀礼 と婚礼の双方に

「狼 」と 「呪術師」の形象が関係 する ことを想起す ると示唆的な ものが ある。特に ウ
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クライナでは,結 婚前の若い男女 が,napy60ubxa　 rpoMaAa[paruboc'ka　 hromada]

「若 者 組」,Aisoubxa　 rpoMaAa[divoc'ka　 hromada]「 娘 組」 と呼ばれ る組織を作 り,

男 女 の集 いを組織 し,冬 季の コ リャダ ーの儀礼の 中心的遂行 者 とな った。 この組織 は

オターマ ン(OTaMaH)と オ ターマ ンカ(OTaMaHKa)と 呼 ばれ る男女 の統率者 を持 って

いたが,こ れ らの名称が元来 コサ ックの隊長 を意味す る語であ ることは,こ のよ うな

若者組 と軍事的機能 と の 関 係を暗示 して いる[VOLKOV　 1891:173-175;ZELENIN

1927:34]0

7.結 論

　以上の考察からここでまとめとして筆者の結論を提出することにしたい。スラヴ諸

民族,さ らにはバル ト民族の人狼信仰の比較検討は,入 狼信仰にかかわる民俗的モチ

ーフが歴史的に次のような展開を見せたことを示唆している。第一段階として10世 紀

頃までの人狼信仰は,お そらく呪術師的な長にひきいられた青年戦士結社の定期的な

(おそらくは冬季における〉狼への変身儀礼によって規定されていたものと思われる。

この変身儀礼の性格については推測の域を出ないが,あ るいはイニシエーション的な

ものであったかもしれないし,北 アジアに特徴的なシャーマニズム的な性格を持った

ものであったかもしれない。いずれにしてもこの戦士たちの変身儀礼は,実 際の冬季

の狼の被害をおそれ,狼 を鎮めるための儀礼的斎戒を行っていたと思われる生産者層

にとっては実際の狼の活動のイメージと重ねあわされるようになったであろう。この

変身儀礼によって狼 となった若者たちは,実 際に一種の制外者 として行動 したと思わ

れるか らである28》。そして10世 紀前後のキ リス ト教のスラヴ諸国への普及を一つの契

機として,こ のような変身行為そのものが異教的ないまわしいものとみなされるよう

になり,戦 士結社の長の呪術師的側面のみが強調され,東 および西スラヴに伝えられ

る人狼信仰を生みだしたと考えられる。さらにおそ らく同じ10世紀前後の封建制社会

28)こ の点 で 「呪術 師,悪 魔,敵 」 な どを 意 味 す る ス ラヴ語(ロ シア語,ウ ク ライナ語,白 ロ シ

ア語B6por,ブ ル ガ リア語Bpar,セ ル ポ=ク ロア チ ア語spar,ス ロヴ ・xニア語vrag,チ ェ コ語

vrah「 殺 人 者 ⊥ ポー ラ ン ド語wr6g)が 共 通 ス ラヴ語*vorg7,を 経 て ゲ ル マ ン語 のwargに 由

来 す る と い う語源 説[SANsKIJ1968:165;AFANAs'Ev1869:740]は,こ の ゲ ル マ ン語 のwarg

が 制外 者 と狼 を 同時 に示 す語 で あ る こと[CrERSTEIN1974]を 想 起 す るな ら興 味 深 い も のが あ

る。Vasmerが 記 して い る次 の よ うな風 習 は,こ の よ うな 制外 者 と して の人 狼 の 性格 を暗 示 し

て い る。 す な わ ち ヴ ォル ガ 流域 地 方 で は,現 行 犯 で捕 え られ た盗 人(Bop[vor])は,見 せ しめ

に 自分 の盗 ん だ動 物 の毛 皮 を身 にま とわ され,村 中 を ひ き まわ され,「 狼 」(BO」IK「volk])と 呼

ば れ た と い う[VASMER1964:338]。 こ こに は 「盗 人(BoP)狼(BOCK)」 と い う音 韻論 的連

想 も働 いて い ると思 わ れ るが,か つ て の変 身儀 礼 のパ ロデ ィー とも解 釈 で きる し,ま た この儀

礼 が制 外 者 の儀 礼 的放 遂 とい う側 面 を も持 って いた こ とを 暗示 して い るか も しれ な い。
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の確立とともにこのような戦士結社そのものが崩壊 していったことが考えられ(お そ

らくその残津が,第6章 で検討 した若者組としてあらわれる 「狼」のイメージである),

この二つの要因が人狼信仰の変質を促 したのであろう。この結果,戦 士結社の成員の

定期的変身というモチーフは,若 者組によって冬季儀礼として行われる狼への仮装と

いうモチーフに受け継がれたと考えられ,南 スラヴにおける 「狼の牧者」と東 ・西ス

ラヴの人狼信仰には,呪 術師的な人狼のイメージが残存 したと考えられる。こうして

第一段階における,呪 術師的な長にひきいられた青年戦士結社の定期的な変身という

モチーフは,第 二段階において,呪 術師と結びついた人狼信仰(1),「狼の牧者」の伝承

(それは起源的には狼その他の動物の守護者である 「森の精」のイメージにおそ らく

由来する)②,若 者組による冬季儀礼としての狼の仮装(3)の 三つのモチーフに分解 し

たと考えられる。地理的に西,東 スラヴと切 り離され,バ ルカンの基層文化の固有の

民間信仰 の体系 か ら強 い影響を受 けた南 スラヴで は[ELIADE　 1972;　 　　　　　　

1974:71],人 狼信仰は吸血鬼信仰と混清したが,若 者組による狼の仮装は逆によく保

存された。東 ・西スラヴでは,呪 術師と結びついた人狼の観念はよく保存されたが,

逆に若者組による狼の仮装は退化した。

　筆者が仮説として提出する人狼信仰の歴史的発展の過程はこのようなものである。

第一段階における変身儀礼の性格は上述のように不明であるが,第3章 の最後で述べ

たように,筆 者は,そ れが他の印欧語族の戦士層に見 られた変身儀礼と関係するので

はないかという見通 しを持っている。 しかしこの問題は既に本論文の課題をこえるも

のであり,そ の検討は稿を改めることとしたい。
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